島の暮らし：相撲と土俵

奄美大島にはおそらく、人口一人当たりに対して日本の他のどの地域より多くの土俵があります。島内各地の集落には合わせて140以上の土俵があります。いくつかは他のものより豪華ですが、ほとんどの土俵は非常に良好な状態に保たれており、ちゃんとした屋根がついています。これは、相撲が島の文化においていかに人気があり、深く根付いているかを示しています。

伝統的なスタイル
かつて、奄美大島の相撲は、沖縄相撲によく似ていました。過去には韓国、モンゴルからトルコにかけての伝統的な相撲のように、取っ組み合いが重視され、試合は対戦相手と互いにつかみ合った状態で始められました。しかし、最近では、奄美大島の相撲は、力士がしゃがんだ状態から立ち上がって相手を土俵から押し出したり地面に投げ飛ばしたりする日本の立合いのスタイルで行われています。

挑戦者歓迎
奄美大島はプロ、アマ問わず多くの横綱を輩出しています。特に強い力士は大抵、島内のあちこちにある専属コーチがいる地元のクラブで稽古をします。力士たちはこういったクラブで5、6歳という幼いころから厳しい稽古を積み始めます。しかし、他の人も土俵の上で自分の力を試すことができないというわけではありません。地域の祭りに欠かせない行事である相撲は、土俵に上がって自らを神に捧げる気持ちがある限り誰でも皆参加できます。集落の誇りを表現する手段として、このような行事は小さな集落にとって特に重要なものです。




